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発達栄養学科

子ども発達学科

　

平
成
１８
年
に
開
設
さ
れ
た
人
間
発

達
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
は
、
今
春

で
１０
年
目
を
迎
え
、
平
成
２８
年
春
の

卒
業
生
が
７
期
生
と
な
り
ま
す
。
１０

年
の
歴
史
の
中
で
、
子
ど
も
発
達
学

科
の
学
生
た
ち
の
中
か
ら
自
発
的
に

誕
生
し
た
活
動
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

て
い
る
そ
の
活
動
の
よ
う
す
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

《
ス
パ
イ
ス
キ
ッ
ズ

Ｓ
Ｐ
Ｙ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
》

平
成
１９
年
、
大
学
祭
の
開
催
に
向

け
て
、
子
ど
も
発
達
学
科
１
期
生
の

中
か
ら
、
地
域
の
就
学
前
の
子
ど
も

た
ち
に
も
っ
と
大
学
祭
に
来
て
ほ
し

い
、
そ
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
も
っ
た
学
生
た
ち
が
自
発

的
に
集
ま
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
模
擬
店

平
成
27
年
度

人
間
発
達
学
部
同
窓
会

会
計
報
告

平
成
28
年
度

人
間
発
達
学
部
同
窓
会

予
算
案

平
成
28
年
３
月
31
日

単
位
：
円

左記のとおり
会計報告いたします。
相愛大学
人間発達学部同窓会
会計　宇野　　瞳

景山　洋子

会計監査の結果、左記
に相違ありません。
相愛大学
人間発達学部同窓会
会計監査

永田　淳子
北口　いく惠

相
愛
生
と
懐
石
料
理「
徳
」コ
ラ
ボ
開
発
第
４
弾
！！

３
種
類
の
お
弁
当
た
だ
い
ま
好
評
発
売
中
！！

人
間
発
達
学
部
同
窓
会

物
故
者
名
簿（
平
成
27
年
度
届)

※
掲
載
に
つ
い
て
、承
諾
頂
い
た
方
、又
は
そ
れ
に
準
ず
る
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す

過去帳納め
同窓会にお知らせがあった物故者のお名前を
毎年２月に、大谷本廟の学園関係者過去帳に
記入しお納めさせて頂いております。
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子
ど
も
発
達
学
科
の
学
生
が
自
発
的
に

発
足
さ
せ
た
活
動
グ
ル
ー
プ
の
活
躍

がっつりでもヘルシーな
プロテインBOX
「パワーアップ」

カラダがよろこぶ
ビタミンBOX
「健康美人」

カラダ綺麗弁当
「旬菜ミネラル」

　

発
達
栄
養
学
科
の
学
生
は
懐
石
料

理
「
徳
」
と
産
学
協
働
に
よ
る
食
育

実
践
第
４
弾
と
し
て
３
種
類
の
お
弁

当
を
開
発
し
ま
し
た
。
ス
ト
ア
コ
ン

パ
リ
ゾ
ン（
競
合
店
調
査
）等
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
、
情
報
交
換
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
お
客
様
の
求
め
る

「
お
い
し
さ
」
を
適
切
な
価
格
で

提
供
す
る
こ
と
を
目
標
に
商
品
を

開
発
し
ま
し
た
。〝
カ
ラ
ダ
綺
麗
弁

当
『
旬
菜
ミ
ネ
ラ
ル
』〞
は
1
〜
３

回
生
の
男
女
混
合
７
人
チ
ー
ム
で
、

「
ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
旬
の
食
材
を
使
用
し
て

い
ま
す
。〝
が
っ
つ
り
で
も
ヘ
ル
シ
ー

な
プ
ロ
テ
イ
ン
Ｂ
Ｏ
Ｘ
『
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
』〞
は
６
人
の
男
子
学
生
チ
ー

ム
が
開
発
し
た
、
た
ん
ぱ
く
質
が

が
っ
つ
り
と
多
い
け
れ
ど
健
康
に
も

こ
だ
わ
っ
た
お
弁
当
で
す
。〝
カ
ラ
ダ

が
よ
ろ
こ
ぶ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
Ｏ
Ｘ
『
健

康
美
人
』〞
は
６
人
の
１
・
２
回
生
の

女
子
学
生
チ
ー
ム
で
ビ
タ
ミ
ン
が
多

く
含
む
食
材
と
彩
り
を
考
え
て
開
発

し
ま
し
た
。
学
生
か
ら
は
「
コ
ン
セ

プ
ト
に
そ
っ
て
開
発
す
る
の
は
、
か

な
り
の
勉
強
が
必
要
で
し
た
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
年
度
か
ら
幹
事
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
会
報

は
旧
幹
事
に
よ
り
編
集
し
ま
し
た
。

ご
多
用
中
に
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
原
稿
を
引
き
受
け
て

下
さ
っ
た
皆
様
に
深
謝
致
し
ま
す
。
旧
幹
事
と
し
て
は
、

肩
の
荷
が
下
り
た
気
が
し
ま
す
。

次
年
度
か
ら
は
新
し
い
力
が
加
わ
り
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
同
窓
会
と
同
窓
会
報
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員
（
５０
音
順
）

発達栄養学科

平成28年2月29日現在
卒年 氏名（敬称略） 旧姓 忌日

女専

S.６ 渡邉　年子 糸島 H27.2.3
S.7 永田　志な子 H21.1.6
S.11 森川　豊子 小塩 H27.4.29
S.11 花園　文子 福田 不明
S.11 竹中　道子 H27.2.18
S.13 高田　信子 井上 H26.4.29
S.16 森本　澄子 島田 H26.7.22

国文

S.34 杉村　弘子 冨島 H25.9.15
S.42 池田　由紀子 谷村 H27.12.16
S.46 鏡 喜栄 松川 H25.1.20
S.51 角谷 隆子 H26.1.27
S.51 森 かをる 藤井 H27.3.27
S.52 楠 洋子 H26.10.4

被服

S.22 河野 恵美子 新名 H27.1.22
S.26 楢崎 郁子 田中 H20.8.25
S.27 東 信子 平野 H26.11.17
S.29 山本　歌子 並河 H27.2.5
S.30 滝谷　ゆみ子 小林 H26.12.10
S.40 生田　智恵子 橋田 H26.10.6
S.41 岡田　早喜子 本多 H27.4.7
S.43 辻田　真理子 辻田 H25.2.7
S.45 船冨　千恵子 H26.9.10
S.48 大鹿　知英子 H25.6.25

食物 S.49 村上　真佐子 堀口 H26.7.21

植
益　

有
貴

宇
野

瞳

大
谷

礼
子

景
山　

洋
子

小
林
貴
美
子

新
谷

美
子

田
宮　

雅
美

寺
川

舞

服
部
由
利
子

古
川
真
理
子

堀
野

成
代

山
本

麗
奈

子ども発達学科

向かって左から
登　　智穂 さん
中村　圭吾 さん
大前　晃浩 さん
清水　優希 さん

前列向かって左から
次田　知香 さん
森　恵美 さん
山田　知美 さん
後列向かって左から
向井　公美 さん
仲野　富紗子 さん
貴田　尊絵 さん

新

の
企
画
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
手
作
り
ゲ
ー
ム
を
準
備

し
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
親
子

で
楽
し
め
る
模
擬
店

｢

Ｓ
Ｐ
Ｙ
Ｓ
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｓ｣

を
開
設
し
ま
し
た
。
参
画

す
る
学
生
は
、
上
級
生
だ
け
で
な
く

４
〜
１
回
生
ま
で
と
全
学
年
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
テ
ー

マ
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
も
生
か
し
な
が
ら
検
討
し
、

全
体
の
運
営
は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

も
、
み
な
で
協
力
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
、
輪
投
げ
、

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
手

作
り
ゲ
ー
ム
を
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

ど
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
大
人
気
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
祭
で
は
い

ま
や
、
模
擬
店

｢

Ｓ
Ｐ
Ｙ
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｓ｣

を
楽
し
み
に
毎
年
遊
び
に
来
て

く
れ
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
来
ら
れ
て

親
子
で
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
に
、

学
生
た
ち
は
や
り
が
い
を
感
じ
る
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
発
達
学
科

の
学
生
に
よ
る
自
発
的
な
活
動
を
通

し
て
、
考
え
て
、
判
断
し
て
、
責
任

を
も
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
主
体
性

を
育
む
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
、
仲
間
と
一
緒
に
共
同
し

て
や
り
遂
げ
る
達
成
感
も
味
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
先
輩
に
聞
い
た
り
、
授
業
や
実
習

体
験
を
後
輩
へ
伝
え
た
り
、
先
輩
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
と
、

学
年
を
超
え
て
気
軽
に
交
流
で
き
る

意
義
深
さ
を
学
生
自
身
が
と
て
も
実

感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
こ
の
活
動
が

子
ど
も
発
達
学
科
学
生
た
ち
の
中
で

継
承
さ
れ
、
主
体
性
を
育
む
風
土
が

醸
成
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

同 窓 会    幹 事 決 定！

収入 支出

学科活動費積立金
2,920,654-

同窓会積立金
10,000,000-

前年度繰越金 3,629,973 大学同窓会連絡会拠出金 300,000
同窓会会費
20,000×160名 3,200,000

学科活動費 320,000
総会費用 249,290

銀行利息 1,975 同窓会会報印刷費 468,197
寄付  熊谷京子様 10,000,000 同窓会会報送料費 368,080

会議費 10,000
通信費 14,984
交通費 5,540
謝礼費 10,000
事務費 3,358
広告料（ホームページ） 86,400
卒業記念品代 73,734
寄付（相愛学園） 2,000,000
雑費 24,305
小計 3,933,888
次年度繰越金 12,898,060

合計 16,831,948 合計 16,831,948

収入 支出
前年度繰越金 12,898,060 大学同窓会連絡会拠出金 300,000
同窓会会費 学科活動費（子ども発達） 140,000
　20,000×140名 2,800,000 学科活動費（発達栄養） 140,000

総会費用 300,000
同窓会会報印刷費 500,000
同窓会会報送料費 500,000
同窓会会報補助費 300,000
会議費 10,000
通信費 20,000
交通費 20,000
謝礼費 20,000
事務費 10,000
広告料（ホームページ） 100,000
卒業記念品代 100,000
慶弔費 20,000
雑費 20,000
予備費 300,000
小計 2,800,000
次年度繰越金 12,898,060

合計 15,698,060 合計 15,698,060




